
観察会の様子

梅雨が明けた8月1日、令和2年度第1回目の自然観察会「黒
沢洞合自然公園で里山の昆虫について学ぶ」を開催しました。
公園周辺では、トンボ類やチョウ類、甲虫類などを観察し

たほか、公園周辺に生えている草や木について学びました。
観察会中、参加者の方が三郷地域ではこれまで確認記録がな
いサラサヤンマを発見され、記録にも残る一日となりました。

出発前にウルシなどの「かぶれる
植物」を教えていただきました

水中から出てきて羽化したヤゴの
殻を観察しました

昆虫の身体のつくりの違いなどに
ついて教えていただきました

令和２年８月１日（土）7:30 ～ 10:30

黒沢洞合自然公園（三郷小倉）

那須野雅好さん、中田信好さん、
松田貴子さん、中村泰幸さん

42名

羽化中のニイニイゼミをみんなで
観察しました

葉っぱの形からどの木の葉っぱか
を調べました

捕まえた昆虫の名前を教えてもら
おうと次々に集まるみなさん

見つけた種
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サラサヤンマ ※三郷では初確認！

【昆虫】
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【植物】
アカスジキンカメムシ
アカハネナガウンカ
ウラギンヒョウモン
オオヒラタシデムシ
キマワリ
コチャバネセセリ
サラサヤンマ
ニイニイゼミ
ヒメギス
ルリタテハ

アブラチャン
イタドリ
エゾイラクサ
オニグルミ
カスミザクラ
クヌギ
コナラ
ヌルデ
ヤブカンゾウ
ヤマウルシニイニイゼミ（羽化中）

オニグルミ

ヤブカンゾウ



明科の長峰山にて、令和2年度第2回目の自然観察会「長峰山で生
きものをとおして秋を感じてみよう」を10月3日に開催しました。
当日は山頂付近を散策しながら、トンボやバッタなどの昆虫や、

様々なかたちをしたキノコなどの、秋にみられるいきものを観察し
ました。はじめは曇っていた天気も次第に回復し、観察会の最後に
は山頂から夕陽に照らされた安曇野市をながめることができました。

観察会の様子

令和２年10月3日（土）15:00 ～ 17:15

長峰山（明科光）

鈴木喜一郎さん、丸山知裕さん

21名

見つけた種

オツネントンボが成虫で越冬する
ことを教えていただきました

オオヘリカメムシという青りんごの
においのする昆虫を観察しました

長峰山でみられるキノコについて
教えていただきました

不食のニガクリタケと食用のクリタケが
似ていることを教えていただきました

観察会の最後には山頂から夕陽を
眺めることができました

【昆虫】
 アキアカネ
 オオヘリカメムシ
 オツネントンボ
 エンマコオロギ
 クスサン
 センチコガネ
 シロトホシテントウ
 ツマグロヒョウモン
 ヒガシキリギリス
 ヤブキリ

アキアカネ

オオヘリカメムシ

【キノコ】
 ウスキモリノカサ
 ウスムラサキシメジ
 カヤタケ
 カワラタケ
 サルノコシカケ
 ノウタケ
 ベニテングタケ
 ホコリタケ
 マツカサタケ
 ムラサキシメジ

ウスムラサキシメジ

マツブサホウキタケ

長峰山には昔ながらの草原が残されて
いることを教えていただきました



春のような陽気となった2月13日、令和2年度第3回目の自然観察
会「高瀬川下流できれいな川に暮らす魚類について学ぶ」を安曇橋
付近で開催し、伝統漁法のカジカ筌漁（うけりょう）について学び
ました。仕掛けていた筌の中には12匹のカジカが入っており、雌雄
の違いなどを観察したほか、カジカ釣りも体験しました。また、高
瀬川周辺に生息するその他の魚類や水生昆虫も観察しました。

観察会の様子

令和3年2月13日（土）10:00 ～ 12:00

高瀬川（明科）

犀川漁業協同組合
熊井正敏さん、矢花郁夫さん、結城勝義さん

31名

観察した種

カジカのことやカジカの筌漁の状
況について教えていただきました

筌漁の方法や、筌のしかけ方を教
えていただきました

筌で捕まえたカジカを間近で観察
したり、触ってみたりしました

カジカ釣りの方法やコツを教えて
いただきました

高瀬川周辺に生息する他の魚類や
水生昆虫の観察も行いました

【魚類】
 カジカ
 アブラハヤ
 ウグイ
 カラドジョウ
 カワヨシノボリ
 サクラマス（ヤマメ）
 シマドジョウ
 スナヤツメ
 ドジョウ
 ブラウントラウト

カジカ

アブラハヤやウグイの稚魚

【水生昆虫】
 コヤマトンボ
 サナエトンボの仲間
 チラカゲロウ
 ヒゲナガカワトビケラ
 ヒラタカゲロウの仲間

トビケラや
サナエトンボの仲間

サクラマス（ヤマメ）

浅瀬でカジカ釣りを体験しました

スナヤツメ
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